


























































































































































和理論（theory of cognitive dissonance）に準拠したもので、1950年代末期から60年代初頭にかけて
さまざまなモデルが開発された。代表的な研究者にホマンズ（Homans, G.C.）、パッチェン
















































（management process school）あるいはプロセス・アプローチ（process approach）であった。1960
年代の学派の混乱・多様化を経て、管理過程学派は、クーンツによるとオペレーショナル・アプ
































































ウッドワード（Woodword, J.）、バーンズ（Burns, J.）とストーカ（Stalker, G.M.）、エメリー
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